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気象 が 肺結 核 患者 の 消化 機 能 に及 ぼす 影 響

第2編 季節の変動が胃液分泌機能および

十二指腸液分泌機能に及ぼす影響

鈴 木 哲 雄

名古屋大学医学部青山内科教室一指導 青山進午教授

国 立 岐 阜 療 養 所一所長 大野道夫博士

受 付 昭 和30年11月29日

1緒 言

季節の変動が生体に及ぼす影響については,1920年 代

B.de Rudder1)が 季節病について精細な記載を行つ

て以来,そ の報告は多い。季節の消化機能に及ぼす影響

については,木 谷2)は 胃液最高酸度は7月 および8月 に

著明に低下するか,も しくは全 くこれを欠如し，11月 ，

12月 お よび1月 に最高を示す と言い,篠 崎3)は 遊離塩酸

および総酸度は春から夏に向つて減少 し,秋 から冬に向

つて再び増加す るものが多 く,盛 夏の7月 には無酸症を

呈す るものが少な くない と言つている。その他谷4),植

原5),儀 間6)等 はいずれも胃液分泌機能が季節の変動に

強 く影響 されると言つている。また中村7、,横 田8),大

渓9)等 は外界の気温,湿 度等の環境の理学的変化によつ

て相当高度に影響されると言つている。膵臓および肝臓

機能に及ぼす影響については,竹 下10)は 膵臓外分泌機

能は夏,冬 共に低下 し,と とに夏に低下が著明であると

言い,榊 原11)は 胆汁分泌機能は夏および冬に低下する

のを認めている。 鳥居12)は 総括的にみた肝臓機能は夏

期に低下 し,夏,梅 雨期に胆汁排出が悪い と言 つ て い

る。福島13)は 外界気温,湿 度にも影響され,結 核疾患

においては特に著明にみられると言つている。季節の変

動が肺結核患者に及ぼす影響については,福 井14),小

川15)は 病 状,血 沈値,自 覚症状等に7月 を中心 とした

夏期にもつとも悪影響が強いと言つている。私は季節の

変動が肺結核患者の消化機能に及ぼす影響を研究せんと

して,胃 液分泌機能および十ご指腸液分泌機能を検査 し

たので,そ の結果について述べる。

II研 究 対 象

前編におけると同一条件で,胃 液検査の場合は男子患

者12名 および女子患者5名,十 二指腸液検査の場合は男

子患者4名 および女子患者5名 について検索した。

III研 究 方 法

胃液検査は前編におけると同じである。十二指腸液検

査は岡田教授16)の3時 間法にしたがい,ト リプシン,

ア ミラーゼ,胆 汁色素,胆 汁酸を測定 し,リ パーゼは茅

島法17)を 応 用した。 測定 日時は,不 連続線の影響のな

い高気圧支配 日を選び,早 朝空腹時に試験を開始 した。

四季を分類 して大体春期を3,4,5月,夏 期を6,7,8月,

秋期を9,10,11月,冬 期を12,1,2月 とし,1年 を通 じ

て同一患者に4回 試験を行つた。また,女 子は月経の影

響 をさけた。

IV成 績

A.胃 液分泌機能

肺結核患者17名 における1年 を通 じての測定 日の午前

10時現在に観測した各気象の平均値は,第1表 のようで

ある。

第1表 胃液測定 日の気象(午 前10時 観測値の平均)

第2表 酸度最高値の変動
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1)酸 度最高値の変動:第2表 のように,遊 離塩酸の

最高値の平均は春期49.91,夏 期38.94,秋 期52.88,冬

期59.00で あ り,こ れを推計学的に検討すると夏期 と冬

期 との間はF0＝5．34>F＝4.15と な り,有 意の差を認

める。その他の各季節間には危険率5%で 有意の差を認

められない。 総酸度の最高値の平均は春期59.17,夏 期

49.94,秋 期61.11,冬 期69.11で あ り,同 様に夏期 と冬

期 との間はF0＝5.１5>F＝4.15と な り,有 意の差を認

め,そ の他の各季節間には有意の差を認められない。す

なわち,夏 期は冬期に比 して遊離塩酸および総酸度の最

高値が減少するのが認められた。

2)試 験飲料投与後最高値に達する迄の時間の変動:

遊離塩酸の最高値に達する迄の時間の平均値は春期86.4

分,夏 期85.5分,秋 期86.4分,冬 期89.1分 で あり,総 酸

度の平均値は春期86.4分,夏 期85.5分,秋 期86.4分,冬

期89.1分 で ある。これを推計学的に検討すると危険率5

%で 各季節間に有意の差を認められない。

第3表 胃液分泌量の変動

3)胃 液 分 泌 量 の 変 動:第3表 の よ うに,11名 に つ い

て 検 討 した 。 胃液 分泌 量 の平 均 値 は春 期38.8cc,夏 期

29.0cc,秋 期37・6cc,冬 期39.4ccで あ り,こ れ を 推 計 学

的 に検 討 す る と夏期 と冬 期 との 間 はF0＝4.97>F＝4.35

とな り,ま た夏 期 と春 期 との 間 はF0＝4.77>F＝4.35と

なつて有意の差を認める。その他の各季節間には有意

の差を認められない。すなわち,夏 期は冬期および春

期に比して胃液分泌量の減少が認められた。

4)試 験飲料排出時間の変動:試 験飲料排出時間の

平均値は春期58.2分,夏 期66．1分,秋 期59.1分,冬 期

59.1分 であり,と れを推計学的に検討すると危険率5

%で 各季節間に有意の差を認められない。

5)空 腹時酸度の変動:空 腹時遊離塩酸の平均値は

春期1.47,夏 期5.05,秋 期12.52,冬 期7.70で あ り,

総酸度の平均値は春期20．47,夏 期22.00,秋 期28.52，

冬期24.58で あ る。とれを推計学的に検討すると各季

節間に有意の差を認められない。

6)空 腹時胃液量の変動:空 腹時胃液量の平均値は春

期34.2cc,夏 期24.4cc,秋 期33.2cc,冬 期34.2ccで あ り,

推計学的に各季節間に有意の差を認められない。

B.十 二指腸液分泌機能

肺結核患者9名 についてよ年を通 じて4回 施行 した測

定 日の午前10時 現在に観測 した各気象の平均値は,第4

表 のようである。

第4表 十二指腸液測定日の気象
(午前10時観測値の平均)

第5表 トリプシン量の変動

1)ト リプシン量の変動:全 トリプシン量の平均値は

第5表 のように,春 期77.4キ ロ単位,夏 期51.8キ ロ単位,

秋期84.2キ ロ単位,冬 期75．7キ ロ単位であり,こ れを推

計学的に検討すると夏期 と秋期 との間はF0＝4.79>F＝

4．49とな り,危 険率5%で 有意の差を認める。その他の
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季節間には有意の関係は認められない。すなわち,夏 期

は秋期に比 して トリプシン量の減少が認められた。

第6表 アミラーゼ量の変動

2)ア ミラーゼ量の変動:全 ア ミラーゼ量の平均値は

第6表 のようであり,春 期192.4キ ロ単位,夏 期132.6キ

ロ単位,秋 期205.0キ ロ単位,冬 期179.2キ ロ単位であ

り,ご れを推計学的に検討すると夏期 と秋期 との 間 は

F0＝4.62>F＝4.49と な り,有 意の差を認める。その他

の各季節間には有意の関係は認められたい。すなわち,

夏期は秋期に比 してア ミラーゼ量の減少が認められた。

第7表 リパーゼ量の変動

3)リ パーゼ量の変動:全 リパーゼ量の平均値は第7

表 のようで,春 期159キ ロ単位,夏 期10.5キ ロ単位,秋

期18.4キ ロ単位,冬 期158キ ロ単位であり,同 様に夏期

第8表 胆汁色素量の変動

と秋期 との間はF0＝4.62>F＝4.49と な り有意の差を認

め,そ の他の各季節間には有意の関係は認められない。

すなわち,夏 期は秋期に比 して リパーゼ量の減少が認め

られた。

4)胆 汁色素量の変動:第8表 のように,胆 汁色素量

の平均値は春期9.91キ ロ単位,夏 期6.67キ ロ単位,秋 期

956キ ロ単位,冬 期8.63キ ロ単位であ り,危 険率5%で

各季節間に有意の差を認められない。

第9表 胆汁酸の変動

5)胆 滑酸の変動:第9表 のように,胆 汁酸の平均値

は春期66,6キ ロ単位,夏 期42.1キ ロ単位,秋 期697キ

ロ単位,冬 期59.9キ ロ単位であり,夏 期 と秋期 との間は

F0＝4.82>F＝4.49と な り有意の差 を認める。その他の

各季節間には有意の関係を認められない。すなわち,夏

期は秋期に比 して胆汁酸の減少を認めた。

第10表 十二指腸液量の変動

6)十 二指腸液量の変動:第10表 のように,十 二指腸

液量の平均値は春期151.9cc,夏 期102.6cc,秋 期145.1

cc,冬 期135.6ccで,こ れを推計学的に検討すると,夏

期 と春期 との間はF0＝3.13<F＝449と な り,ま た夏期

と秋期 との間はF0＝3.01<F＝4.49を 示 し,い ずれも有

意の関係は認められないが,夏 期は春期および秋期に比

して減少の傾向にある。その他の各季節間には有意の差

を認められない。
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V考 案

Borschardt18)の 温 度および気温 と胃液分泌機能に関

する研究以来,こ の方面の研究は多い。 堂野前19)は 高

温環境下においては,膵,胃 分泌および胃運動機能は低

下 し,夏 期特に7月 において胃分泌機能は最低であると

言つている。季節の変動による影響については,植 原等

は月別酸度曲線二は7,8,9月 に低 く,こ とに7月 に最低

であり,11,12,1月 に高 く,こ とに1月 に最高であると

言つている。儀間はとれを体質学的に研究 し,体 型によ

り季節変動の影響に差があると言い,篠 崎は胃液量は夏

期にもつとも少な くて,秋 期にもつとも多 く,総 酸度お

よび遊離塩酸は共に冬に最高で,夏 期に著明に減少し,

胃液排出時間には変動はないと言い,と れらは反射的に

起つた自律神経系の変調に由来すると言つている。すな

わち,高 温下にあつては交感神経充奮を起 し,胃 機能は

低下する。冬期においては,迷 送神経の充奮作用によつ

て酸度の上昇をきたすものと思われると言つている。木

谷は健康入6例 について毎 月別に検査を実施 し,1)遊

離塩酸最高値は7,8月 に著明に低下 し,11,12,1月 に

上昇を示 し,2)総 酸 度もほぼ同様であり,3)総 ク ロー

ル量は変化な く,4)最 高酸度に達す る時間および試験

飲料排出時間は,6月 より10月 の間にやや遅延 し,12,

1,2月 に短縮 され,5)分 泌量は6,7,8月 に減少し,

12月 より3月 に著明に増加す ると言つている。谷は7,8

月の胃機能は5,6月 に比べて低下すると言つている。

稲生20)は かかる胃液分泌の変動は 自律神経系の失調に

よるもので,高 温刺戟が反射的に交感神経緊張を起すた

めであろうとし,結 核患者で特にとの関係が著 しいのは

との説を裏書 ぎす ると言つている。福島も環境の消化機

能に及ぼす影響の本態は植物神経を介 してであり,結 核

疾患においては特に著明にみられると言つている。私 の

肺結核患者におげる季節の変動が胃液分泌機能に及ぼす

影響についての研究結果では,酸 度最高値において,遊

離塩酸および総酸度は共に夏期にもつとも減少 し,冬 期

にもつとも増加 し,秋 期および春期はその中 間 に あ つ

た。試験飲料投与後最高値に達する迄の時間は,各 季節

間に変動をみなかつた。胃液分泌量は夏期にもつとも減

少 し,冬 期および春期には増加を示 した。試験飲料排出

時間は各季節間に変動を認めなかつた。空腹時酸度およ

び胃液量は各季節間に変動を認めなかつた。以上を要す

るに,肺 結核患者の胃液分泌機能は季節約に大なる変動

を示 し,夏 期には著明に低下し,冬 期に旺盛であること

を認めた。 佐藤21)は 環境,気 温の膵液分泌に及ぼす影

響を検索 し,低 温は液量,ト リプシソ,ア ミラーゼの減

少を来たし,そ の変動は結核症に顕著であ り,高 温,高

湿でも同様に減少が顕著であると言い,竹 下は健康人6

名について検査 し,膵 液分泌は夏,冬 共に低下 し,特 に

夏に著明であると言い,上 腹部加温(41～42℃)は,

夏期において酵素量を減少させ,加 冷は夏期に液量,酵

素量を共に増加させると言つている。 川島22)は 高温下

では胆汁,こ とにAお よびC胆 汁の流出ならびにビリル

ビン量の減少を来たす と言い,榊 原は健康入7名 におい

て,肝 の胆汁分泌および解毒機能は夏期および冬期に低

下すると述べ,鳥 居は夏,梅 雨期に胆汁排出が悪 く,総

括的にみて肝臓機能は夏期に低下 し,冬 期に亢進してい

ると言つている。岡田教授は夏期には一般に消化機能が

弛緩 し,十 ご指腸液からみた膵外分泌に季節的変動があ

るごとを認めている。私は岡田教授の3時 間法により肺

結核 患者の十二指腸液を検査 し,季 節の変動による影響

について研究 した結果,ト リプシン,ア ミラーゼおよび

リパーゼ量は,同 じ程度に夏期に減少 し,秋 期に増加す

るととを認めた。胆汁酸は夏期に減少し,秋 期にもつと

も増加した。胆汁色素は各季節間に変動を認めなかつた

が夏期に最低値を示した。 十 二指腸液量は夏期 に減 少

し,春 期および秋期に増加す る傾向を示 した。かかる変

化は,胃 液分泌におけると同様に,外 界の温度および湿

度等の理学的変化の影響によるものと思考 され,自 律神

経系の意義も大ぎいものと考 える。

VI結 論

1.肺 結核患者17名 について,季 節の変動が胃液分泌

に及ぼす影響を研究 した。遊離塩酸および総酸度の最高

値は夏期にもつとも低下し,冬 期にもつとも増加し,胃

液分泌量は夏期に減少し,春 期および冬期に増加するこ

とを認めた。試験飲料投与後最高値に達する迄の時間,

試 験飲料排出時間,空 腹時酸度および胃液量にはいずれ

も変化を認めなかつた。

2.肺 結核患者9名 について,季 節の変動が十 二指腸

液分泌に及ぼす影響を岡田教授の3時 間法によつて研究

した。 トリプシン,ア ミラーゼおよび リパーゼ量は共に

夏期に減少し,秋 期に増加を認めた。胆汁酸は夏期に減

少 し,秋 期に増加を認めたが,胆 汁色素は変化を認めな

かつた。十二指腸液量は夏期に減少の傾向を認めた。

擱筆に当り御指導御校閲を賜つた恩師青山教授,大 野

所長ならびに岸川助教授に深甚なる謝意を表し,種 々御

協力下さつた岐阜療養所医局諸兄,野 田気象観測員に深

謝致します。
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